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はじめに

平成２２年８月２２日に発生が確認された芦別市野花南地区国有林内の地すべりは、

滑動延長３００ｍ、幅１５０ｍ、推定崩壊土砂量２０万ｍ３と近年の地すべりの中でも

相当大規模なものであった。幸い人的被害や施設等の被害は皆無だったものの、地すべ

り先端部から５０ｍ下方には一般国道３８号が走り、さらに空知川を挟んでＪＲ線路と

広大な農地が広がっていることから、二次災害の可能性が懸念されたところである。

このことから、国有林を所管する北海道森林管理局と隣接する国道を所管する北海道

開発局は、「芦別市野花南の地すべり対策に関する技術検討会」を設置し、地すべりの発

生機構や対策工に関し、約１年をかけて調査・検討を行ってきた。その結果、地すべり

発生機構を解明するとともに斜面の恒久対策工法を確定し、平成２３年８月、復旧工事

着手に至ったところである。

本報告書は、これまでの本検討会における検討についてとりまとめたものである。今

後、本報告の趣旨を踏まえ、復旧工事並びに監視・観測が確実に行われ、地域の安全・

安心が確保されることを期待するものである。

平成２３年１２月１日

芦別市野花南の地すべり対策に関する技術検討会

座長 後藤 龍彦
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1.  事象発生状況 
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図１　崩壊箇所の地形図（平成18年度作成レーザープロファイラより）
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図２　崩壊箇所の空中写真（国土変遷アーカイブより引用　　　(1977(S52)年国土地理院撮影)
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図３　崩壊発生直後の状況写真(平成22年8月22日撮影）
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図４　崩壊発生前後の西芦別の降雨状況
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2.  崩壊発生からの対応状況 

 

日時 対応状況 

8 月 21 日～ 
8 月 22 日 

連続雨量 34mm，最大時間雨量 10mm/h の降雨を観測 
（テレメータ西芦別観測所） 

8 月 22 日 
 

崩壊確認 
通行止め（KP39.0～39.2 L=200m） 
施工時の監視開始（応急対策工施工中） 

8 月 23 日 仮設落石防護柵設置開始（H=6m，L=72m） 

8 月 23 日～ 
8 月 24 日 

連続雨量 84mm，最大時間雨量 17mm/h の降雨を観測 

8 月 26 日 
仮設落石防護柵設置完了 
計測機器設置完了 

8 月 27 日 
通行止め解除（KP39.0～39.2 L=200m） 
施工時の監視終了（応急対策工施工中） 
供用後の監視開始（交通解放後） 

9 月 3 日 
森林管理局 応急対策開始 
通行止め（連続雨量 30mm を超過したため（連続雨量 38mm）） 

9 月 4 日 通行止め解除 
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図５　降雨と通行規制の状況
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3.  概略調査結果 

3. 1  地形 
 「北海道の地すべり地形」（図６）によると，今回被災箇所の周辺に地すべり地形が判読されてい

る。図７には，レーザープロファイラにより作成された災害前の地形図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（山岸宏光：北海道の地すべり地形，1993） 

図 ６ 地すべり地形判読図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回被災箇所 
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図 ７ 被災箇所周辺の LP による災害前の地形図 
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3. 2  地質 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国土交通省（旧北海道開発庁）：5万分の 1 地質図幅 下富良野，S30） 

図８ 地質図 

災害発生箇所 



 ７

3. 3  地すべりの現況 
3. 3. 1  地表踏査結果 

地すべり頭部は，落差 5m の滑落崖が連続し，右側壁部は最大落差 15m を有して切り立つ。 

滑落崖を含む地すべり頭部は急峻で，その直下は凹地形を始まりとする緩斜面が形成されている。 

地すべり末端部は下方の急斜面中腹と推測され，林道に達した土砂は地すべりによって押し出され

た崩壊土砂と考えられる。 

滑落崖後方斜面も急であり，拡大亀裂が発生していて，頭部で連続し，左側壁側で雁行状に連続す

る。 

末端崩壊を含む災害時の活動範囲は長さ 300m，平均幅 150m であるが，拡大亀裂を含めるとその

長さは 350m に達する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図９ 写真位置図（現況踏査図） 
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①背後拡大亀裂

⑦右側壁 

⑧地すべり頭部～中腹部 

②背後拡大亀裂 

③背後拡大亀裂（右側方部） ④滑落崖

⑤滑落崖 ⑥左側部 背後拡大亀裂
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⑪地すべり中腹部 ⑫地すべり中腹部

⑨地すべり頭部～中腹部⑨地すべり頭部～中腹部

⑩地すべり頭部～中腹部

⑬地すべり中腹部 ⑭地すべり中腹部

⑮地すべり中腹部 左側壁部
⑯地すべり中腹部 左側壁部
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⑲林班支線を覆う地すべり土塊

⑰地すべり中腹～末端部

⑱地すべり中腹～末端部

21末端崩壊 

23末端崩壊 
24末端 泥流流出 

⑳末端崩壊

22末端崩壊
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3. 3. 2  地すべりブロック区分 

 対象とする地すべりは，背後を取り囲む拡大亀裂を含んだ全体ブロック（A ブロック），災害時に大

きく滑動した A1 ブロックと，その中でブロック化している A2 ブロックに大きく分けられ，さらに

押し出された土塊が末端で崩落している（土砂流出部）。 

 

図 10 地すべりブロック区分図 
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図 1 1 縦断図における地すべりブロック区分 

 

 図1 1に示した縦断図は，災害発生前の地表地形（図中赤線）と，災害後の地表形状を対比したもの

である。双方の結果を合成する際に生じた誤差が含まれるが，災害前後の地形変化を概括的には把握

が可能である。 

 地すべり頭部から下流側およそ 100ｍの間は，全体的に 5ｍ前後沈下しており，推定している地す

べり末端の上下流それぞれおよそ 40ｍ間は，災害発生後に地表が高くなっている。 

 

3. 4  地すべりの動態 
 地すべり発生後，大きく滑動した移動土塊は斜面中腹の急斜面に押し出され，末端部において崩壊

して斜面下方に土砂を流下させている。さらに，滑動した地すべり頭部の後方約 50ｍの斜面内に，地

すべり滑動の影響により生じたと考えられる亀裂が連続している。これらの亀裂は地すべりの拡大を

示唆するものと考えられ，斜面傾斜が急なことを考慮すると今後の滑動危険性は高いものと判断され

る。 

 地すべり地内やその下流側においては，当面の応急対策として種々の作業が行われており，その安

全を確保するために，地すべり背後における土塊の挙動を把握して，監視しておく必要がある。その

ため，地すべり背後の拡大亀裂に，地表伸縮計と木杭による簡易移動杭を設置して動態を観測してい

る（図 1 2～ 1 5  ）。 

 地表伸縮計は計器を9月6日に設置し，以後リアルタイムで伸縮計の計測を行っている。簡易移動杭

は亀裂を挟んだ２点の木杭間の距離を測定するもので，8月28日に設置後に2回計測を行っている。  
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図 1 2 伸縮計・簡易移動杭設置位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 13 伸縮計設置状況・観測状況 

通信局 

地表伸縮計
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図 14 伸縮計設置状況・観測状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 15 簡易移動杭設置・観測状況 

 

 地すべり背後の拡大亀裂の開きは，伸縮計を設置した直後（9 月 7 日）は日あたり 6～7mm 程度

であったものが，その後次第に低減し，9 月 19 日以降は 2（mm／日）以下で推移している。 

 また，簡易伸縮計は 8 月 28 日に設置した後，これまで 9 日間隔で 2 回測定を行っている。5 箇所

の簡易伸縮計の設置位置は，斜面最上部に生じている落差の大きな拡大亀裂に 3 箇所（KS-1，KS-2，

KS-3），大滑動した滑落崖のすぐ背後に生じている亀裂に 2 箇所（KS-4，KS-5）である。 

1 回目の計測（9 月 7 日）では，最上部の拡大亀裂（KS-1，KS-2，KS-3）で 50mm～102mm の

伸びが計測され，1 日あたり 1cm 前後の動きを示している。それらは 2 回目の計測（9 月 15 日）で

30mm～65mm と，依然拡大が認められるものの，変動の大きさは減少している。 

滑落崖背後の亀裂（KS-4，KS-5）においても 1 日あたりの換算で 1mm 前後の拡大が計測されて

いるが，最上部の亀裂と同様にその後収束する傾向が認められる。このように，これらの亀裂は災害

発生後にも拡大する傾向が認められるが，現状においてはその動きは漸減している。（図16） 

 

 

 

 

 

 

地表伸

簡易移動杭観測状況(KS-1) 簡易移動杭観測状況(KS-
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図 16 地表伸縮計と簡易伸縮計の変動対比図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降雨量：芦別測候所 （芦別市街）

災害発生日
8/22

簡易移動杭設置
8/22

地表伸縮計設置
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地表伸縮計 日当り伸び量(mm)
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4.  応急対策 

4. 1  地すべりの応急対策 
4. 1. 1  被害想定 

（1）基本事項 

 地すべり発生後，大きく滑動した移動土塊は斜面中腹の急斜面に押し出され，末端側において崩壊

して斜面下方に土砂を流下させている。また，地すべり頭部の滑落崖背後の斜面内にも亀裂を生じ，

それは地すべり両側壁に連続している。 

 これらのことより，地すべりの再移動による被災に加えて，末端側崩壊土砂の崩落や，背後からの

より大規模な地すべりの滑動による被災のパターンが想定される。これらについて以下に整理する。 

（図17）

 

（2）地すべり末端崩壊 

 地すべり土塊のせり出しによって崩壊を生じているものであり，表面には地すべり移動した土砂が

露出して裸地化している。崩壊土砂は斜面中腹で停止し，そのフロント部においては立木を倒伏させ

ている。また，急斜面を示す地すべり中央部から右サイド側にかけてはさらに下方まで土砂を崩落・

流下させて林道（林班支線）を乗り越え，国道までおよそ 50ｍの位置まで流下している。このため，

その直下における国道においては，山側に仮設防護工を急遽施工している。 

 以上のように，地すべり末端に生じた崩壊は，急斜面を示す右サイド側においては堆積土砂が再度

移動する危険があり，また相対的に斜面傾斜が緩い左サイド側においては，押し出して堆積した土砂

が泥流化することが想定される。 

 

（3）地すべりの再移動 

 地すべり移動土塊の多くは，緩斜面内に停止している。地すべり地内の地表にはおびただしい開口

亀裂を生じているため，雨水が浸透しやすい状況にあり，今後も再移動する危険が高いものと考えら

れる。地すべり末端の下流側斜面は急傾斜を示すため，地すべりの再移動により押し出した土砂が国

道まで達する被害形態も想定される。 

 

（4）滑落崖背後からの地すべり移動 

 地すべり滑落崖の後方約 50ｍの急斜面内に，地すべりの影響により生じたと考えられる亀裂が連続

している。亀裂は，今回の地すべりの滑落崖を取り囲むように馬蹄形状に連続していることから，地

すべりの拡大を示唆するものと考えられる。それらの亀裂は，およそ２ｍの落差を有しており，既に

すべり面が形成されているものと考えられ，斜面傾斜が急なことを考慮すると今後の滑動危険性は高

いものと判断される。このような背後からの地すべりが大きく滑動すると，今回滑動・停止した地す

べり土塊を膨大な推力で押し出すことになり，国道を閉塞して空知川まで土砂を崩落させるような被

害も想定される。 

 

 

 

 

 


